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少
し
考
え
る
と
当
然
か
と
納
得
す

る
が
、
生
物
の
中
で
“
老
い
る
”
の

は
人
間
だ
け
だ
と
い
う
。
野
生
生
物

は
、
老
化
す
る
前
に
食
べ
ら
れ
て
し

ま
う
か
、
食
料
が
と
れ
ず
に
大
半
は

死
ん
で
し
ま
う
。
老
化
す
る
期
間
は
あ
っ
て
も
相

当
に
短
い
そ
う
だ
。
生
物
の
老
化
を
研
究
す
る
小

林
武
彦
氏
の
『
な
ぜ
ヒ
ト
だ
け
が
老
い
る
の
か
』

（
講
談
社
現
代
新
書
）
に
学
ん
だ
▼
小
林
氏
に
よ

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
哺
乳
動
物
は
子
ど
も
を
産
め

る
期
間
を
終
え
る
と
寿
命
を
迎
え
、
人
間
に
近
い

ゴ
リ
ラ
な
ど
は
５０
歳
前
後
で
亡
く
な
る
。
ま
た
、

人
間
は
５５
歳
以
降
に
が
ん
で
亡
く
な
る
人
が
急
速

に
増
え
る
と
指
摘
。
５０
～
６０
歳
以
降
を
老
後
と
す

れ
ば
人
生
の
４０
％
が
老
後
だ
と
す
る
▼
た
だ
、
悲

観
す
る
必
要
は
な
く
、
老
後
が
長
い
の
は
人
が
進

化
の
過
程
で
獲
得
し
た
性
質
と
訴
え
る
。
子
育
て

や
社
会
の
維
持
な
ど
は
シ
ニ
ア
層
の
多
い
集
団
の

方
が
有
利
な
た
め
に
残
っ
て
き
た
と
考
察
し
、
少

子
高
齢
化
の
時
代
こ
そ
社
会
で
多
数
を
占
め
る
シ

ニ
ア
層
が
活
躍
す
べ
き
と
提
起
す
る
▼
著
書
に
従

え
ば
、
す
で
に
自
分
も
老
後
に
入
っ
た
。
他
の
動

物
に
は
な
い
特
別
な
期
間
と
捉
え
、
有
意
義
な
使

い
方
を
考
え
て
み
た
い
。　

   

（
２
０
２
３
・
９
・
１３
）

谷
口
吉
光

米
に
は
数
百
の
Ｆ
Ｐ
Ｃ
が
あ

る
と
い
う
の
だ
か
ら
驚
く
。

　
お
隣
の
韓
国
で
も
「
食
の

市
民
」
「
食
の
市
民
自
治
」

と
い
う
考
え
方
が
浸
透
し
て

い
る
。
先
月
、
調
査
に
行
っ

た
京
畿
道
華
城
市
で
は
無
農

薬
栽
培
の
米
、
野
菜
、
果
物

を
学
校
給
食
に
提
供
す
る
た

め
の
仕
組
み
が
市
民
主
導
で

つ
く
ら
れ
て
い
た
。

　
な
ぜ
、
こ
う
し
た
動
き
が

世
界
共
通
に
見
ら
れ
る
の

か
。
そ
れ
は
世
界
中
の
食
料

が
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ー
ド
チ
ェ

ー
ン
に
支
配
さ
れ
て
い
る
か

ら
。
経
済
格
差
の
拡
大
、
貧

困
層
の
増
加
、
食
生
活
の
乱

れ
な
ど
、
同
じ
食
の
問
題
が

世
界
中
で
起
こ
る
と
い
う
わ

け
だ
。
し
か
し
、
国
家
は
も

は
や
国
際
的
な
流
れ
に
抵
抗

で
き
な
い
た
め
、
食
の
危
機

は
直
接
市
民
に
降
り
か
か
っ

て
く
る
。
そ
れ
に
対
抗
し
よ

う
と
い
う
の
が
食
の
市
民
自

治
だ
。
日
本
で
も
こ
れ
か
ら

大
き
く
広
が
る
だ
ろ
う
。

　
（
秋
田
県
立
大
学
生
物
資

源
科
学
部
教
授
、
日
本
有
機

農
業
学
会
会
長
）

　
最
近
「
農
業
や
食
に
つ
い

て
勉
強
会
を
し
た
い
」
と
い

う
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多

く
な
っ
た
。
具
体
的
な
問
題

を
挙
げ
て
「
こ
の
問

題
を
勉
強
し
た
い
」

と
い
う
依
頼
も
あ
る

が
「
食
の
安
全
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
た
い
」
と
い
う
漠

然
と
し
た
相
談
も
多
い
。

　
話
を
聞
き
な
が
ら
「
い
よ

い
よ
日
本
に
も
“
食
の
市
民

自
治
”
を
求
め
る
う
ね
り
が

来
た
」
と
感
じ
て
い
る
。

　
実
は
同
じ
よ
う
な
現
象
は

先
進
国
で
共
通
に
起
こ
っ
て

い
る
の
だ
。
米
国
や
カ
ナ
ダ

で
は
、
地
域
の
市
民
が
協
議

会
を
作
っ
て
行
政
に
働
き
か

け
、
今
ま
で
に
な
い
斬
新
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
協
議
会
は
フ
ー
ド

ポ
リ
シ
ー
・
カ
ウ
ン
シ
ル

（
食
の
政
策
を
作
る
市
民
会

議
、Ｆ
Ｐ
Ｃ
）と
呼
ば
れ
、
北

食
の
市
民
自
治
求
め
る
う
ね
り

示
を
出
す
。
任
せ
て
も
ら
う
や
り

が
い
が
あ
り
、
新
し
い
販
売
方
法

や
作
業
手
順
の
提
案
も
受
け
入
れ

て
く
れ
る
。
最
近
は
若
手
社
員
の

育
成
も
楽
し
い
」
と
話
す
。
圃
場

を
分
け
て
通
し
番
号
を
振
り
、
日

報
や
作
業
計
画
に
使
う
。
各
圃
場

の
収
量
も
記
録
し
、
作
業
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

や
実
績
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
樹
種
ご
と
に
担

当
者
を
決
め
、
無
料
通
話
ア
プ
リ

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で
園
地
の
状
況
を

共
有
す
る
。

　
正
社
員
は
月
給
制
。
１
日
８
時

間
を
超
え
た
場
合
、
農
業
で
は
適

用
除
外
だ
が
、
他
産
業
と
同
等
に

時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
と
す

る
。
サ
ク
ラ
ン
ボ
収
穫
が
終
了
す

る
７
月
下
旬
と
年
末
年
始
に
は
、

１０
日
ほ
ど
の
長
期
休
暇
が
可
能

だ
。
「
雇
用
前
に
働
き
方
の
特
徴

を
伝
え
、
農
業
な
り
の
休
み
方
を

提
案
し
て
い
る
」
と
矢
萩
代
表
。

説
明
後
に
雇
用
契
約
書
を
交
わ

す
。
社
会
保
険
労
務
士
と
顧
問
契

約
し
て
助
言
を
受
け
て
い
る
。

　
繁
忙
期
の
早
朝
２
時
間
の
収
穫

は
残
業
扱
い
だ
。
短
期
ア
ル
バ
イ

ト
も
、
時
給
９
０
０
円
が
基
本
だ

が
、
早
朝
の
収
穫
で
は
１
５
０
０

円
に
設
定
す
る
。

仕
事
つ
く
る
発
想
大
切
に

　
矢
萩
代
表
は
、
農
福
連
携
を
実

践
す
る
手
法
を
助
言
す
る
農
林
水

産
省
認
定
の
「
農
福
連
携
技
術
支

援
者
」
だ
。
通
年
で
草
刈
り
や
収

穫
な
ど
に
働
く
３
人
を
雇
用
し
、

福
祉
事
業
所
か
ら
の
利
用
者
も
受

け
入
れ
る
。

　
受
粉
樹
と
し
て
植
え
て
い
る
酸

味
が
強
い
「
紅
さ
や
か
」
を
加
工

向
け
に
活
用
し
、
軸
な
し
収
穫
の

作
業
を
考
案
し
て
利
用
者
も
作
業

し
や
す
く
し
た
。
矢
萩
代
表
は

「
農
福
連
携
も
含
め
、
仕
事
を
つ

く
る
発
想
を
大
事
に
し
て
い
る
」

と
強
調
す
る
。

　
草
刈
り
で
は
小
型
の
自
走
式
草

刈
機
を
導
入
し
、
石
は
ね
な
ど
の

事
故
を
回
避
。
自
動
で
除
草
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
草
刈
機
も
４
台
導
入
し

て
、
作
業
量
を
半
減
さ
せ
た
。
樹

間
は
２
㍍
ほ
ど
を
確
保
し
、
機
械

店
舗
の
来
客
も
多
く
、
８
月
ま
で

は
通
常
週
１
回
の
定
休
日
を
設
け

ず
に
毎
日
開
店
す
る
。

　
繁
忙
期
に
は
短
期
農
業
ア
ル
バ

イ
ト
募
集
ア
プ
リ
「
デ
イ
ワ
ー

ク
」
を
使
う
。
面
接
不
要
で
１
日

か
ら
募
集
で
き
、
作
業
前
日
に
１０

～
１５
人
の
増
員
も
可
能
だ
。
ま

た
、
住
み
込
み
で
の
期
間
移
住
者

や
、
自
治
体
職
員
な
ど
の
短
時
間

の
雇
用
も
受
け
入
れ
る
。

　
収
穫
は
、
果
実
の
品
質
維
持
や

作
業
者
の
熱
中
症
対
策
な
ど
も
考

慮
し
、
午
前
５
～
７
時
が
基
本

だ
。
社
員
を
中
心
に
初
心
者
か
ら

熟
練
者
ま
で
各
５
～
６
人
程
度
の

３
～
５
班
で
作
業
す
る
。
社
員
が

前
日
の
う
ち
に
道
具
の
用
意
や
園

地
選
定
な
ど
を
提
案
し
、
矢
萩
代

表
が
助
言
す
る
。
収
穫
は
加
工
用

も
含
め
て
目
に
付
い
た
果
実
を
取

り
、
選
果
で
社
員
が
指
導
し
な
が

ら
仕
分
け
る
。

　
出
荷
部
門
の
鑓
水
亘
さ
ん（
３５
）

は
「
常
に
効
率
化
を
意
識
し
て
指

が
通
り
や
す
い
園
地
に
設
計
し
て

い
る
。

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
特
産
品
と
し
て

の
安
定
し
た
需
要
に
加
え
、
満
開

か
ら
収
穫
ま
で
５０
～
６０
日
と
短

く
、
気
象
リ
ス
ク
が
回
避
で
き
る

の
が
利
点
と
い
う
。
一
方
で
、
収

穫
後
の
鮮
度
維
持
が
求
め
ら
れ
、

出
荷
な
ど
を
含
め
た
作
業
が
集
中

し
や
す
い
。
従
来
は
、
さ
く
ら
ん

ぼ
狩
り
が
売
り
上
げ
の
大
部
分
を

占
め
て
い
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で
ネ
ッ

ト
通
販
を
強
化
し
た
。
サ
ク
ラ
ン

ボ
は
３０
品
種
を
栽
培
し
、
改
植
で

は
省
力
化
に
つ
な
が
る
Ｙ
字
樹
形

を
導
入
す
る
な
ど
、
作
業
し
や
す

い
園
地
づ
く
り
も
進
め
て
い
る
。

　
「
王
将
果
樹
園
」
の
屋
号
で
観

光
農
園
を
経
営
。
収
穫
体
験
を
受

け
入
れ
、
農
園
内
の
直
営
カ
フ
ェ

で
は
果
物
を
使
っ
た
パ
フ
ェ
な
ど

を
提
供
す
る
。
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の

加
工
品
、
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
で
、

ほ
ぼ
全
て
を
消
費
者
に
直
接
販
売

す
る
。

　
常
勤
は
役
員
３
人
、
正
社
員
１１

人
、
パ
ー
ト
７
人
。
観
光
・
生
産

・
販
売
な
ど
幅
広
く
業
務
を
担
当

し
、
各
部
門
に
正
社
員
の
責
任
者

を
置
く
。
収
穫
時
期
が
異
な
る
５

品
目
を
栽
培
し
、
集
客
期
間
を
長

く
す
る
。
「
佐
藤
錦
」
を
メ
イ
ン

に
年
間
売
り
上
げ
の
６
割
を
占
め

る
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
、
収
穫
最
盛
期

で
あ
る
６
月
上
旬
～
７
月
上
旬
の

約
４０
日
間
、
収
穫
や
箱
詰
め
、
接

客
な
ど
作
業
が
集
中
す
る
。
夏
は

　
山
形
県
天
童
市
川
原
子
で
、
果
樹
１０
㌶
を
経
営
す
る
株
式
会
社
や
ま
が
た
さ
く
ら
ん
ぼ
フ
ァ
ー
ム
。

経
営
の
主
軸
で
あ
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
・
出
荷
で
は
、
通
年
雇
用
者
を
中
心
に
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
た
班
体
制
で
熟
練
者
以
外
も
作
業
し
や
す
く
す
る
。
矢
萩
美
智
代
表（
４７
）は
「
誰
か

一
人
の
力
で
な
く
チ
ー
ム
全
体
で
経
営
を
回
す
仕
組
み
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
る
」
と
話
す
。
時
期

に
よ
っ
て
労
働
時
間
を
変
え
る
変
形
労
働
時
間
制
を
採
用
し
、
通
年
雇
用
を
実
現
。
安
定
出
荷
の
基
盤

と
す
る
早
朝
作
業
は
給
与
の
単
価
を
割
り
増
す
な
ど
人
手
の
確
保
・
定
着
で
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
取
り
組
ん
だ
通
販
拡
大
な
ど
に
も
柔
軟
に
対
応
。
観
光
や
個
人
向
け
販
売
な
ど
を
合
わ
せ
た

売
り
上
げ
で
、
１２
年
連
続
で
黒
字
を
達
成
し
て
い
る
。

　
　
東

ひ
ん
が
しに
日
の
沈
み
ゐ
る
　

　
　
花
野
か
な

　
　
　
　
　
　
　
虚
子

　
高
浜
虚き

ょ

子し

は
、
子
規
か

ら
愛
さ
れ
た
高
弟
で
す
。

虚
子
は
小
説
『
柿
二
ツ
』

の
中
で
、
子
規
の
母
八
重
の
言
葉

「
Ｎ
は
Ｋ
さ
ん
が
一
番
好
き
で
あ
っ

た
。
Ｋ
さ
ん
に
は
一
番
お
世
話
に
な

っ
た
」
を
書
き
留
め
て
い
ま
す
。

「
Ｎ
」
は
「
升の

ぼ
る」
、
す
な
わ
ち
子
規

の
本
名
、
「
Ｋ
さ
ん
」
は
「
清き

よ

さ

ん
」
、
す
な
わ
ち
虚
子
の
本
名
で

す
。
子
規
の
母
を
し
て
、
そ
の
よ
う

に
言
わ
し
め
る
く
ら
い
、
子
規
は
、

虚
子
を
好
き
だ
っ
た
の
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。
そ
の
虚
子
の
句
、
「
東

ひ
ん
が
しに
」

と
は
じ
ま
り
ま
す
。
虚
子
の
頭
の
中

に
は
、
柿
本
人
麻
呂
の
〈
東

ひ
ん
が
しの
野
に

か
ぎ
ろ
ひ
の
立
つ
見
え
て
か
へ
り
見

す
れ
ば
月
か
た
ぶ
き
ぬ
〉
が
あ
っ
た

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
人
麻
呂
の
歌
が

春
の
歌
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
虚
子

の
句
は
、
秋
の
句
で
あ
り
ま
す
。
蕪

村
の
〈
な
の
花
や
月
は
東
に
日
は
西

に
〉
も
意
識
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
俳
句
に
親
し
ん
で
い
な
い

方
は
、
「
花
野
」
に
は
、
「
花
」
な

る
言
葉
が
あ
り
ま
す
の
で
春
の
季
語

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
秋
の
花
々
の
咲
い
て
い
る
秋

の
野
原
の
こ
と
で
す
。

　
（
国
文
学
者
、
神
奈
川
大
学
名
誉

教
授

復本 一郎

　花
は な

野
の

10７

東京農工大学名誉教授
全国地産地消推進協議会会長

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
侵
略
以
降
、
食
料
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
、
農
業
生
産
資
材
な

ど
の
高
騰
は
い
ま
だ
収
束
し
て

い
な
い
。
こ
れ
が
契
機
と
な

り
、
食
料
の
国
内
自
給
や
農
業

生
産
資
材
の
自
給
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　
持
続
可
能
な
社
会
形
成
に

は
、
地
元
の
も
の
を
地
元
で
消

費
す
る
地
産
地
消
が
地
域
振
興

の
意
味
で
重
要
で
あ
る
こ
と
を

多
く
の
人
が
理
解
し
て
い
る
と

思
う
。
こ
の
「
地
元
の
も
の
」

の
中
に
は
、
農
畜
産
物
、
水
産

物
、
木
材
、
燃
料
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
が
あ
る
。
例

え
ば
、
農
産
物
直
売
所
や
地
域

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
中
核

と
な
っ
て
、
原
料
農
産
物
の
加

工
・
小
売
り
の
過
程
で
地
域
内

の
就
業
先
を
確
保
す
る
取
り
組

み
が
あ
る
。
ま
た
、
商
品
の
物

流
も
貨
客
混
載
や
巡
回
集
荷
な

ど
小
さ
な
地
域
内
流
通
に
よ
っ

て
行
う
こ
と
で
財
貨
が
地
域
内

で
循
環
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
実
践
活
動
は
全

国
津
々
浦
々
に
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
を
地
域
循
環
経
済
と
い

う
。
循
環
経
済
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
循
環
経
済

は
線
形
経
済
の
反
対
概
念
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
、
資
源
の
浪

費
に
依
存
し
な
い
持
続
可
能
な

経
済
発
展
に
貢
献
す
る
と
あ

る
。
ま
さ
し
く
、
地
産
地
消
の

実
践
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
内
閣
に
設
置
さ

れ
て
い
る
食
料
安
定
供
給
・
農

林
水
産
業
基
盤
強
化
本
部
は

「
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の

新
た
な
展
開
方
向
」
を
本
年
６

月
２
日
に
決
定
し
た
。
「
政
策

の
新
た
な
展
開
方
向
」
と
し

て
、
食
料
安
保
の
在
り
方
に
①

平
時
か
ら
の
国
民
一
人
一
人
の

食
料
安
全
保
障
の
確
立
②
食
料

安
全
保
障
の
状
況
を
平
時
か
ら

評
価
す
る
仕
組
み
│
│
な
ど
を

提
起
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
ま

と
め
は
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
（
以
下
、
基
本
法
）
の
見

直
し
に
あ
た
り
政
策
の
方
向
性

を
整
理
し
た
重
要
文
書
で
あ

る
。

　
こ
の
文
書
の
「
４　
農
村
の

振
興
（
農
村
の
活
性
化
）
」
の

な
か
に
、
地
産

地
消
・
６
次
産

業
化
や
農
泊
な

ど
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
農

山
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
関
係
人

口
も
交
え
て
地
域
に
根
ざ
し
た

経
済
活
動
が
安
定
的
に
営
ま
れ

る
よ
う
伴
走
支
援
を
行
う
と
あ

る
。
つ
ま
り
、
地
産
地
消
が
食

料
安
保
で
果
た
す
役
割
に
つ
い

て
無
視
し
、
多
様
な
農
業
形
態

を
核
と
す
る
地
産
地
消
の
農
業

生
産
へ
の
寄
与
に
つ
い
て
も
軽

視
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
。

新
基
本
法
と
そ
れ
に
応
じ
て
策

定
さ
れ
る
基
本
計
画
に
お
い
て

も
、
食
料
安
保
の
側
面
か
ら
地

産
地
消
を
再
評
価
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

食
料
安
保
の
側
面
か
ら
再
評
価
を

野
見
山
敏
雄

従業員が手順など指導役
アプリでの短期募集も活用

地
産
地
消

チ
ー
ム
で
働
く

通年雇用、アルバイト 農福などで人手確保通年雇用、アルバイト 農福などで人手確保

㈱
や
ま
が
た
さ
く
ら
ん
ぼ
フ
ァ
ー
ム
　
山
形
県
天
童
市

矢
萩
代
表
㊨
と
、
農
福
連
携
で
雇
用
す
る
従
業
員
。
草
刈
り
な
ど

作
業
が
し
や
す
い
園
地
設
計
に
し
て
い
る

収
穫
な
ど
作
業
が
し
や
す
い
Ｙ
字
樹
形
の
導
入
を
進
め
て
い
る

　
※
株
式
会
社
や
ま
が
た
さ
く
ら

ん
ぼ
フ
ァ
ー
ム
・
矢
萩
美
智
代
表

の
著
書
『
さ
く
ら
ん
ぼ
社
長
の
経

営
革
命
│
│
入
園
者
ゼ
ロ
に
な
っ

た
観
光
農
園
の
売
上
を
過
去
最
高

に
で
き
た
し
く
み
』
に
つ
い
て
８

面
で
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

豚熱のまん延阻止へ
九州７県で対策強化

２面 総合

インボイス制度始まる
１０月以降の対応は

３面 ビジネス

８面 すまいる
動物園

フランソワルトン

漬物を食べて健康に
野菜の日シンポから

５面 すまいる

好評連載
 「小麦品種
国産ニーズをつかめ」

９面 営農技術・資材

主な記事

農業共済新聞の過去
記事は、インターネ
ッ ト の 有 料 サ イ ト

「Ｇ - Search」や「日
経テレコン」で検索
・閲覧できます。

農業共済新聞ホ
ームページ（下
がＱＲコード）
を活用ください

過去の記事も
読めます

2023年9月13日「農業共済新聞」


